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令和4年度政府予算案のポイント



令和4年度政府予算案のポイント①
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※四捨五入の関係で合計の数字は一致しないことがある。

科学技術イノベーションの総合的な推進機関として、基礎研究から実用化まで一
貫した研究開発の支援とともに、我が国の強みを支える科学技術基盤の強化を目
指す。令和4年度においては、「第６期科学技術基本計画」、 「統合イノベーション戦
略2021」等を踏まえ、変容する社会に対応し、イノベーションにつながる新たな潮流
を生み出す独創的なネットワーク型研究所として、知の創造と経済・社会的価値へ
の展開等の推進に積極的に取り組む。

■令和4年度政府予算案（令和3年度予算額）
政府支出額 1,067億円（1,019億円） 対前年度比 +4.7 ％
うち、運営費交付金 1,003億円（1,002億円） 対前年度比 +0.1 ％

施設整備補助金 0億円（ 0億円）
革新的研究開発推進プログラム（ムーンショット型研究開発制度）

30億円（ 16億円）
創発的研究支援事業

34億円（ 0.6億円）
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（３）未来共創の推進と未来を創る人材の育成 74億円（74億円）

未来社会の共創に向けた様々なステークホルダーによる対話・協働を促し、対 話・協働の成果を戦略立案や研究開発に反映する。
また、次世代人材の育成や科学 技術イノベーションの創出に果敢に挑む多様な人材の育成を行う。これらにより、 持続的な科学技術
イノベーションの創出へ貢献する。

様々なステークホルダーによる対話・協働、すなわち共創を推進し、エビデンス に基づいた先見性のある研究開発戦略・シナリオを

立案・提言し、機構の研究開発方針策定及び我が国全体の研究開発戦略へ貢献する。

（１）未来を共創する研究開発戦略の立案・提言 15億円（14億円）

以下、令和4年度政府予算案における内訳、（ ）内は令和3年度予算額

（ともに運営費交付金中の推計額）

（２）知の創造と経済・社会的価値への転換 877億円（881億円）

文部科学省が示す全体戦略の下、ネットワーク型研究所として主体的に研究開発を推進する。また、科学技術の社会実装や知的財
産活動の支援、国際共創、情報基盤の強化等を行う。

令和4年度政府予算案のポイント②

◆戦略的な研究開発の推進
◆未来社会に向けたハイインパクトな研究開発の推進
◆人材、知、資金の好循環システムの構築
◆国際共同研究・国際交流・科学技術外交の推進
◆情報基盤の強化

◆未来の共創に向けた社会との対話・協働の深化
◆未来を創る次世代イノベーション人材の重点的育成
◆イノベーションの創出に資する人材の育成
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■国民の安全・安心の確保、未来への投資等 として措置

科学技術振興機構 合計 8,496億円

◆博士後期課程学生の処遇向上と研究環境確保 400億円
博士後期課程学生が研究に専念するための経済的支援及び産業界等を含め広く活躍するためのキャリアパス整備を継続的・安定的

に行い、優秀な若者が博士を志す環境を実現する。

◆ムーンショット型研究開発制度 680億円
激化する国際競争に打ち勝つため、人工知能、量子など既存の研究開発プロジェクトを抜本的に強化する。

◆経済安全保障重要技術育成プログラム（ビジョン実現型） 1,250億円
経済安全保障の強化推進の観点から先端的な重要技術を迅速かつ機動的に育てるため、国がニーズを踏まえて研究開発のビジョン

を設定し、その実現に必要な研究開発を複数年度にわたって支援する枠組みを設ける。

◆新産業創出に向けたスタートアップ・エコシステムの機能強化 50億円
大学等発の新たなビジネス・産業の創出に向け、スタートアップ・エコシステム拠点都市における大学等のスタートアップ創出に向けた

総合的な環境整備や、大学等発の研究成果の実用化を目指すスタートアップ支援を加速する。

◆国立研究開発法人の施設・設備整備 5億円
日本科学未来館及び外国人研究者宿舎において、研究活動継続や安全確保対策等のため施設・設備の安全対策機能等を強化する。

◆世界と伍する研究大学の実現に向けた大学ファンドの創設 6,111億円
世界最高水準の研究大学を形成するため、10兆円規模の大学ファンドを創設し、研究基盤への長期的・安定的な支援を行うことにより、

我が国の研究大学における研究力の抜本的強化を実現する。

令和3年度補正予算案のポイント



COVID-19への対応に向けたＪＳＴ「プランＢ」

プランA（ワクチン・治療薬開発）と並⾏
してコロナウイルスの存在を前提にしつつ
も、制限無く移動ができ、⾃由に⼈と会え
る・集える、経済活動ができる社会を実現

検温、PCR・抗原・
抗体検査

⼿指消毒、アルコール除菌
（物体表⾯除菌）

感染者⾏動検出・
隔離、マスク

科学技術イノベーションによる対策のアップグレードが必要

「プランB」とは

現状
⼀⽅、現状の対策では

⼈々の⾏動を制限せざるを得ない

⾒つける 清める 護る



見つける

⾼感度ウイルス検出技
術（物理的空間） 深紫外LED（空気、⽔、エア

カーテン、マスク殺菌等）

ウイルス不活化技術（ス
ーパー抗体酵素）

⾼機能マスク
（ダチョウ抗体等）

遠隔検診システム

フォトニック結晶シート

デジタルウイルス検出法

クラウドサービスMeDaCa

ダチョウ抗体

低侵襲⾼速⾼感度検出技術

低侵襲ハイスループット光濃縮システム

早期実⽤化

研究開発中
研究開発中

研究開発中

研究開発中

実⽤化済

実⽤化済

早期実⽤化

ダチョウ抗体（エアコン
フィルター等への応⽤）

プランB

清める 護る
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